豆 台の 上へ 延ばして ゐた 彼の 鼻 頭へ、 廂 から 流れた 

陽の 光りが 落ちて ゐた。 鬣が 彼の 鈍った 茶色の 眼の 上 

へ 垂れ 下る と、 彼 は 首 を もたげて 振った。 そして 又 食 

つた。 

肋骨の 下の 皮が 張って 来る と、 瞼が 重くな つて 来て、 

知らず くに 居 眠った、 と 不意に 雨で も 降って 来た や 

うな 音が したので、 眼 を 開く と 黄色な 豆が 一 ぱい 口元 

に 散らばって ゐた。 で 彼 は 呉れた 人 を チラ ッと 見た き 

リ、 鼻の 孔 まで 動かして 又 食った。 いくら 食っても、 

ウッラ/^ として ゐる 中に 腹の 皮が げっそり 縮って ゐ 

た。 彼 は 食 ひ 倦き ると、 此の 小山の 上から 下 を 見下ろ 



(何て 小つ ぼい 野郎 だら う。 だが 此奴 は 呉れよ らん。) 

彼 は 眼 を 爺 様に むけた。 爺 は 拝み 終へ て 子供の 頭 を 圧 

へながら 云った。 

「さあ、 さあ、 拝まつ しゃれ。 そんなに 見たら 眼が つ 

ぶれる ぞご 

子供 は 圧 へられて ゐる 頭の 下から 未だ 彼をジ 口く 

見て ゐた。 驢て 彼ら は 去った。 

(阿 奴ら 変梃な こと を しゃがる。 何 を しゃがつ たんだ 

ら う？) 

急に 臀部が 気持ち 悪くな つた。 彼 は 下腹に 力 を容れ 

た。 そして 尾 を あげる とボト /\ と 床が 鳴った。 瞼が 



下り かけた。 と 石段 を、 にって 地べたの 上 を 音 もた てず 

に、 すばらしい 勢で 走り 過ぎた 小さい 影 を 見た。 何 か 

しら？ と 思って 過ぎた 方 をよ く 見る と、 高い 空で 鳶 

が 気持ちよ ささう に 輪 を 描いて ゐた。 

(何 だ、 鳶か俺 は 又 牛 虻で も 来 やが つたの かしらと 思 

つたら) そして 彼 は 又 眠らう としたが、 木の 影から 黄 

色な 鯉が 竿の 尖端に 食 ひついて 遊んで ゐる のが 眼に つ 

くと、 それ を 噴めて ゐた。 広い 道が 畑の 間 を 真直に 延 

びて ゐた。 首 を 振り 乍ら 歩いて ゐる馬 や、 唄 を 歌って 

ゐる頰 冠り した 人間 や、 車 等が 沢山 住ったり 来たりし 

てゐ た。 



(出て 歩きたい な) と 思 ふと、 両側の 柱から 垂らして 

口 もとで 結んだ 緦を嚙 み 切りた くな つて 来た。 と 何日 

か 二三 度 逃げ出た 時、 三 四日の 間 一食 も くれなかった 

苦痛 を 思 ひ 出した。 

(あんな 目に 合せ やが る I) 彼 は 首 を 振った。 風が 吹 

いて 来た。 前の 榊の 枝が ざ わつ いた。 下の 道に 白い 塵 

埃が 舞 ひ 立って 人 も 車 も 馬 も 飲み込まれた。 鯉 は 竿に 

鎚り、 ガランが 激しく 鳴った。 塵埃が 向 ふの 山の 麓の 

方へ 走り去る と又静 になった。 そして 暗くな つた 山の 

峰が 直き 明るく 輝いた。 蓮華 畑の 横で 女の子ら が 寝転 

びながら 摘 草 をして ゐる。 他の 二三 人 は 麦畑の 中で 隠 



れんぼ をして ゐる。 見つかる と キッ/ ^と 云った。 お 

転 婆ら しい。 掘り返した 畑で 大分 腰の 曲った 男が 肥料 

を 撒いて ゐる。 白い 煙 を 吐いた 下り列車が 山際 をノ 

口く 這って ゐる。 石段の 方から 鈴の 音が 響いて 来た。 

彼 は 急いで 首 を その 方に 向けた。 赤銅色に ギラ /\ 光 

つた 顔の 男が 長い 杖 をつ き 乍ら 下りて 来た。 男の 顔に 

は 鼻がなくて 真中に 小さな 孔がニ つ 開いて ゐる だけで 

ある。 

(妙な 野郎、 呉れる かしら？) が 男 は 彼れ を 見る の は 

見た が、 素通りした。 

(あかん。 おや！ 又 来た ぞ) 下から 下駄 を 叩きつ け 



る やうな あわた V しい 音が して 来た。 

(駄目 駄目。 奴 は 毎日 通る 奴 だ。) 

直ぐ 下の 方が 又暄 しくな つた。 暫くす ると 五十人 余 

りの 子供ら が 教師に 連れられて 上って 来た。 彼の 前で 

教師 は 子供ら を些ょ つと 止めて 説明した。 

「皆さん。 この 馬 は、 日露戦争に 行って、 弾丸 雨 飛の 

間 をく、 V つて 来た 馬であります。 馬で さへ 国の ため 君 

のために 尽 して 来たので あります から、 皆さん は猶ー 

層 勉強 をして、 国家の ために 尽 さねば なりません ご 

子供ら は 口 を ボック リと 開けて みな 彼 を 見て ゐ た。 

誰も 顔 を ほてらして ゐる。 



(あい つら は 何 だら う 俺をジ 口 /\ 皆 見やが る。 だが 

呉れさう もない) そして 彼 は 食 ひ 残した 前の 五六 粒の 

豆 を 拾った。 子供ら は 又 饒舌く りながら、 塵埃 を 立 

て、 石段 を 昇って 行った。 彼 は 食 ひ 物が なくなる と、 

何 かそ こらに 落ちて ゐ ないかと 思って、 あたり を 見廻 

した。 が 何もなかった。 眼の 前の 箱に もった 豆 を 食 ひ 

たいが 口が と、 V かぬ。 つと 榊の 下に 捨て、 あった 黄色 

な 橙の 皮に 眼が ついた。 

(何 だら う、 あれ や？) 彼 は 色々 考 へて みたが 遂々 分 

ら なかった。 然れ共 食 ひ 物に 違 ひない とだけ は 思った。 

そして 妙に 気に か、 つてなら なかった。 (食 ひたいな) 



その 時 遠くの 方から 馬の 嘶 声が 聞え た。 彼 は 刺され 

たやう に 首 を あげて 耳 を 立てた。 

(おや！ あれ や 牝馬の 声 だ ぞ。) もう 橙の こと を捨 

てた やうに 忘れて 了って、 猶 じっと 聞いて ゐた。 (牝 

馬 だ。 牝馬 だ) 迅速な 勢で ギュ ー と 何 かしら 背骨 を 伝 

つて 下へ 走った。 彼 は 前足 を 豆 台の 上へ 乗っかけ て 飛 

び 出ようと した。 両側の 緦が ピンと 張って 口 を ゥンと 

云 ふ 程 引いた。 で 彼 は 直ぐ 足 を 落ろ した。 頭の 中が 

ガ ー ンと 鳴って ゐた。 狂 ひ 出し さう になった。 で 後足 

に 力 を 込めて、 無茶苦茶に 床板 を蹶 つた。 社務所から 

男が 来て 彼 を 鎮めた。 それでも 未だ 馬 舎の 中で 立ち上 



つたり した。 頭が はっきりした 時には、 牝馬の 嘶 声が 

聞えなかった。 彼 は その 方に じっと 向いて ゐた。 

淡 藍の 遠山が かすんで ゐた。 海に は 白帆が 二三 点 見 

えた。 暖ぃ 陽が 総ての もの、 上に 愉快げ に 見える。 子 

供の 喇叭 を 吹く 音が 聞え て 来た。 入道雲が 動かない。 

(何処で 嘶いた の だら う。) 

彼の 前に は 綺麗な 若い 娘と 白髪 を 後 頭で 刈り 切った 

老婆と が 立って ゐた。 老婆 は 財布から 二 銭 玉 を 出して、 

机の 上に のせて、 一 升の 豆 を 豆 台に 投げた。 それから 

両手で 何 か を 頂く やうな 真似 をした。 其処へ 黒 犬の 大 

きいの が 尾 を 振りながら やって来て、 立ち 止って 彼 を 



見た。 少し 首をかしげて ゐる。 

(はは ァ、 此奴、 豆 を 盗まう と 思って ゐゃ がるんだ な) 

彼 は あわてて 豆 を 食った。 老婆 も 娘 も 犬 も 彼の 前から 

去った。 

鱸て 人通りが 少く なった。 日が 落ちた。 淡 闇が 海 を 

渡って きた。 白帆が もう 見えぬ。 星が 廂の 角で 光って 

ゐる。 湿つ ぼり した 風が 緩く 吹いて 来た。 鳥が 海から 

帰って来る。 畑に はもう 人が 見えぬ。 奥から 鐘が ゴ— 

ンと 鳴って 来た。 いつもの 男が 彼の 所へ、 豆粕と 藁と 

を 混ぜた 御馳走 を槽に 容れて 持って来た。 彼 は 残らず 

平げ た。 そして 男 は 重い 戸 をピッ タリ 落ろ した。 真暗 
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